
【第 1章】ムヒカの人生
第1章ではムヒカの波乱万丈な人生についてお話しします。
彼の人生を知るとその言葉の重みがよく分かります。

出生～幼少期

１９３５年 モンテビデオ郊外（パソ・デ・ラ・アレー）で生まれる。

小学校

７歳の時に父親が他界。その後は家族を支えるために自宅敷地内で育てた野菜や花の栽培を始める。花の
栽培方法を日系人から教わり、花売りや家畜の世話をして家計を助ける。

中学時代

パン屋でバス代のお金を借りて通学。 通学中に花を売って稼いだお金から返していた。

高校

アルフレド・バスケス・アセヘド高等学校に入学。
その後、法科大学への進学過程に入学したが中退。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゲリラ時代 

キューバ革命に影響を受け、武装極左都市ゲリラ組織「トゥパマロス」に加入。 
誘拐・襲撃などのゲリラ活動に従事する。 
 
１９６４年 同年７月～１９７２年8月までに4度逮捕される。 
１９７３年 軍事クーデター 刑務所をたらい回しにされる。 
１９８５年 ３月、軍事政権により投獄されていたムヒカだったが、 
      民主政権に代わったことを機に釈放される。 



 
 
 

大統領時代 

２０１０年 ３月１日、第４０代ウルグアイ大統領就任。 
２０１２年 ブラジルのリオで行われた環境会議で演説。 

このスピーチがきっかけで、先進国から注目を浴びる。 
２０１５年 ３月１日、任期満了のため退任。 
 

議員時代 

１９８９年 「トゥパマロス」とともに左派政党「拡大戦線」に参加。 
１９９４年 選挙で下院議員に初当選。 
１９９９年 上院議員に当選。 
２００４年 上院議員に再選。 
２００５年 農牧・水産大臣に就任。 

１０月７日トポランスキー議員と結婚。 
２００８年 ３月、農牧・水産大臣を辞職。 
２００９年 １１月２９日決戦投票で大統領選挙に当選。 
 
 
 
 

参考：映画「ムヒカ 世界でいちばん貧しい大統領から日本人へ」パンフレット 

   書籍 くさばよしみ著『世界でいちばん貧しい大統領からきみへ』(汐文社、2015 年) 

国連環境開発会議 
( R I O＋ 2 0 ) でのスピーチ 

 
ここでのスピーチが世界中の人の心を打った。 

 
2012 年 6 月 20 日 

写真提供：映画「ムヒカ 世界でいちばん貧しい大統領から日本人へ」 
濱潤プロデューサーより 
※映画は近日公開予定 

ムヒカと一緒に 
 

ムヒカにインタビューをしたときに 
一緒に取ってもらった。 

 
2019 年 7 月 16 日 

撮影場所：ウルグアイ／モンテビデオ ムヒカ宅近くの平屋 
     撮影：その日ムヒカ宅を訪れていたアルゼンチンの方 


